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本レポートは、信金中金の海外駐在員等が最新のトピックスについて報告します。今回は、信用

金庫取引先の主要海外展開先であるタイ・インドネシア・フィリピンといった主要 ASEAN 諸国に

おける現地通貨の動向について報告します。お取引先との意見交換時に、本稿をご参考いただけた

ら幸いです。 

 

  

取引先（親会社）とその海外子会社とで発生する現地通貨建ての取引例をみてみると、海外進出時

の資本金送金や、親会社⇔海外子会社間での売掛金回収・買掛金支払や借入金（親子ローン）の実

行・返済等、多岐にわたり、特に海外子会社との取引比率が高い（製造機能の大半が海外にある）

企業では、その関心は強いものと思われます。 
 

 本稿では、主要 ASEAN 諸国としてインドネシア（ルピア）・タイ（バーツ）・フィリピン（ペ

ソ）の 2021 年１～６月における為替レートの推移を振り返った上で、信用金庫取引先の進出数が

多く、同期間中に対ドルで通貨安かつ変動の大きかったインドネシア（ルピア）およびタイ（バー

ツ）について、値動きの要因等を確認するとともに、2021 年末にかけての見通しをご紹介します。 

 

 １．主要 ASEAN 諸国通貨の対ドル・円レート推移の概観：インドネシア・タイの対ドル

の落込みが目立つ 
 

2021 年１～６月の ASEAN 諸国の対ドルレートは、新型コロナの感染再拡大の影響により、

2021 年初比で総じて通貨安で推移しましたが、インドネシア（ルピア）・タイ（バーツ）・フィ

リピン（ペソ）を比較すると、インドネシアとタイの落込みが目立つ結果となりました（図表１）。 

フィリピンについては、経済活動制限の延長等により通貨安となる場面があったものの、

2020 年の経常収支が黒字に転換したこと等により、持ち直したものと見られています。 

対円レートでは、３か国とも総じて通貨高で推移しましたが、実質実効為替レート《用語解

説参照》をみると、インドネシアとタイの通貨が比較的弱い状況となっています（図表２、３）。 

 

なお、ベトナム（ドン）やシンガポール（S ドル）も信用金庫取引先の進出数が多い国です

が、ベトナムについては、同国の中央銀行（以下「中銀」という。）が為替レートを厳格に管理 

今月のトピックス： 

  2021 年前半の主要 ASEAN 諸国における為替動向を振返る 

  １．主要 ASEAN 諸国通貨の対ドル・円レート推移の概観 

  ２．インドネシア・ルピア：引き続きルピア安基調で推移 

  ３．タイ・バーツ：下落基調ながら過去 5 年ではバーツ高を維持 

 

 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 

 続きを読む  

https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_02/mn7.pdf

